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　節分の時節になると、「鬼は外、福は内」と豆まきの声が聞こえてきますね。
ところで、みなさんは「鬼」と聞くと、どんな鬼を思い出しますか。童話の『桃
太郎』や『一寸法師』、『こぶとりじいさん』に出てくる鬼かな。みんなで楽しむ
「おにごっこ」の鬼さんかな。それとも、赤色や青色の顔をして、口には牙、頭
には角が生え、虎の皮のパンツをはいたでっかくて力のつよい鬼かな。
　さて、本当に角の生えた鬼を見た人はいないけど、なぜか昔から鬼のお話は全
国のどこにでもあるんだよ。そして、悪いことをしたり人を困らせることをする
鬼は、とても怖がられたり嫌われたりしているんだよね。
　でも、鬼のお話をよく聞くと、私たちのよくないところを教えたり、気付かせ
たりするんだよ。鬼のお話は、私たちの心のなかに鬼のいることを知らせている
んだ。友だちの持っているものをほしがる心、人をうらやんだりねたむ心、思い
通りにならないと腹を立てる心、人にいじわるする心、弱い人をいじめる心、友
だちのじゃまをする心など、私たちの心のなかにはいろんな鬼が住んでいるんだ
よ。仏さまのお話を聞くと、自分では気がつかない鬼の心をもっていることがはっ
きりしてくるんだ。先生から仏さまのお話をよく聞いて、心の中にいる鬼に気づ
いてほしいですね。そして、鬼のような心ではなく、仏さまのようにほかの人の
ためになることを考えられる人になってほしいですね。
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